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研究成果の概要（和文）：ニホウ化マグネシウム超伝導体による電磁石開発に向けて、ケーブルやコイル製作工
程での超伝導特性劣化（臨界電流値の低下）の調査研究をした。市販されているニホウ化マグネシウム導体を購
入し、曲げや凹み変形を人工的に加え、臨界電流の劣化を測定した。熱処理前の曲げ歪としては約3 %、凹み変
形としては約8 %を超えると著しく低下することが分かった。その背景として、熱処理時に材料のマグネシウム
がホウ素と反応せず、これらを囲っているニオブ壁の破れを通じて、周囲の銅（モネル銅合金）と反応している
ことが判明した。

研究成果の概要（英文）：To develop a electromagnet wound with MgB2 superconductor, we experimentally
 studied about degradation of superconductive characteristic, critical current, in the conductor 
during cabling and winding processes by making some trial cables and coils. We measured damaged 
critical current in commercial available MgB2 superconductors, which are bend or indented 
artificially. It has been measured that degradation appears over bending strain of about 3 % or 
depression of about 8 %. Observing internal structures of the damaged conductor shows that the 
degradation is due to creation of MgCu2 through broken Nb barrier surrounding Mg and BH2 
ingredients, where MgB2 can not be created.      
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2001年に日本で発見されたニホウ化マグネシウム超伝導体は、原料コストが安価で、液体ヘリウムを用いなくて
も超伝導状態になり、線材として加工が容易なため、電磁石への応用が試みられている。課題としては(1)電流
密度を実用化されている超伝導材（ニオブチタン）並みに高めること、(2)電磁石製作工程での超伝導特性劣化
（臨界電流値の低下）を克服することが挙げられており、(2)に関して本研究は取り組んだ。劣化をしない限界
値や劣化の背景を明らかにできた。










